
 
愛知県キャンプ協会 2020年度事業報告 

 

１．2020年度総会 ※2020年 5月 8日現在 80人 団体会員 9団体 
 

期  日：以下の期日に開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため書面で議決。 

（開催予定：2020年 5月 12日（日） 熱田神宮文化殿 講堂） 

議  案：2019年度事業報告、2019年度会計報告・監査報告、2020年度事業計画及び予算案 

議決内容：賛成 56（委任含む）、反対 0、無効 0 
 

２．普及推進事業 
 

 【中止】あいちキャンプフェスタ 2020＊（公社）日本キャンプ協会ビジョン 2020推進事業。子どもゆめ基金助成活動 

   以下の期日に開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止 

・実行委員会（6月から実施までに 7回程度予定） ※第 1回実行委員会を 6月下旬～7月上旬実施予定 

   ・運営スタッフ研修会（実地踏査を含む） 

①大高緑地公園会場 ※「大高緑地公園秋まつり」も開催中止 

期 日：10月 4日（日）  会場：大高緑地公園（名古屋市緑区）        定員 150人 
 

②デンパーク安城会場 

期 日：10月 25日（日）  会場：デンパーク安城（安城市）         定員 150人 
 

３．研修事業 
 

 １）キャンプアカデミー2020   ＊（公社）日本キャンプ協会ビジョン 2020推進事業。 

【中止】①第１回  

【中止】③第３回 

事業計画に挙げていた第 1回（開催日時、内容未定）、第 3回（開催日時、内容未定）については、 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止。 
 

②第 2回：3月 13日（土）～14日（日） 会場：愛知県美浜少年自然の家 定員：20人 参加者：16人 

     「防災にも役立つキャンプ講習会」 ※後援：特定非営利活動法人愛知ネット 

    講 師：特定非営利活動法人愛知ネット内藤瑤氏、松原秀典氏、愛知県キャンプ協会役員、 

内 容：愛知県美浜少年自然の家を指定管理する被災地支援・防災エキスパートの愛知ネットと共同

で事業を企画し運営を行った。12月に実施予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大で

3月に延期、感染対策を十分に整えながら実施した。体験を通して考え・動き・学ぶ時間は、

次への活動に繋がり、継続して防災とキャンプを考え学びたいという声が多かった。 
 

２）「キャンプ安全の日」全国一斉安全啓発キャンペーン   
    期 日：7月 19日（日） ※7月第 3日曜日で固定実施 キャンペーン期間 7/1(月)～8/31(土) 

内 容：愛知県キャンプ協会に所属する会員及び団体会員に，この日前後に行なうキャンプを中心と

した研修や自然体験活動において，特に安全に留意すること研修内容や意識する呼びかけを

行ない，2団体の実践事例を愛知県全体の取組として日本キャンプ協会に報告した。 
 

４．指導者養成事業 
 

 １）キャンプインストラクター養成講習会（豊田市総合野外センターと共催事業） 

期 日：2021年 2月 26日（金）～2月２8日（日）会場：豊田市総合野外センター 定員 20人 

講 師：武藤会長、大山副理事長、鈴木理事、藤井理事 

参加者：14人（定員 20人） ※参加申込者は 15人であったが、感染を懸念し 1名キャンセル。 

内 容：新型コロナウイルス感染対策を事前・事中にしっかり整え、参加者も主催者も相互に安全に

留意して対面講習での実施。理論・実習ともに充実した学びの時間を提供することができた。 
 

 ２）キャンプディレクター2級養成講習会 

     2020 年度は中部北陸ブロック内のいくつかの県協会で実施を検討していたが、新型コロナウイル

ス感染症拡大のため開催できなかった。愛知県キャンプ協会は事業の計画をしなかった。 
 

３）教員免許状更新講習 

【中止】  以下のとおり計画し、募集活動を行ったが、新型コロナウイルス感染症拡大により、2020年

5月に開催中止とした 

期 日：8月 10日（月・祝）～8月 12日（水）会場：愛知県美浜少年自然の家  定員 20人 
 



 
５．調査研究事業 ※愛知県キャンプ協会将来計画（案）の策定を中心に 
 

日本キャンプ協会が現在の将来計画「ビジョン 2020」についての総括をふまえ、2021年度中に「ネクス

トビジョン 2025」を策定する予定である。このことを踏まえ、日本キャンプ協会の将来計画をもとに、2022

年から 5年間の愛知県キャンプ協会の将来計画を作成するため、2020年度は以下の観点で検討し、2021年

度中に、次期将来計画案（2022-2030）を作成することとしている。 

検討の流れ （１）現状の課題の抽出 （含む会員ニーズ調査実施など） 

（２）重点課題の絞込み 

（３）解決に向けた具体的なアクションプランの策定 

（４）将来像を会員で共有 
 

役員 4～5人単位で以下の観点について検討し理事会でディスカッションを行った。 

１．外的要因（アウトドア志向、コロナの影響、日本キャンプ協会の動向等）や内的要因（会員数の減少、会員

ニーズの多様化、組織の硬直化等）を考慮した戦略計画を考える。  

２．各自が中期ビジョンを達成させるための行動目標と行動計画を６つ柱ごとに最低１つ作成する。 

３．作成した行動計画の進捗を確認できる指標を示す。 
 

検討の中で、特に「運営経費を獲得できる事業運営」、「広報・情報発信の強化」、「組織体の改革検討」

などについて活発に意見交換している。 
 

６．情報発信事業 
 

 １）正会員登録の推進  2021年 3月 31日現在 80人  昨年度同時期 79人 
 

 ２）ホームページのリニューアルを検討していたが十分に進めることができなかった。将来計画と併せて検

討しており、2021年度中に具体案をまとめ、作業を進めていきたい。 

     HPアドレス  http://aichicamp.com/   
  

３）広報誌 54号（9月），55号（3月）を発行した。日本キャンプ協会会報『CAMPING』に同封。 
 

 ４）愛知県キャンプ協会の活動の広報（新聞社・テレビ局等へ事業案内，事業報告の送付） 

事業の多くが中止となったので、行うことができなかった。 
 

７．事務局 
 

１）役員変更（2020年度-2021年度役員） 

  2年任期途中であるが、理事 1名の追加及び選出団体内での変更で委嘱を行った。理事 16人。 

   新理事：橋本啓（名古屋 YMCA）、団体内理事変更：山田綾香（アウトドアレクリエーション協会フレンズ） 
 

２）会員サービスの向上 

  ・アウトドア関連企業と提携しての会員優待の新設検討 

    愛知県内アウトドア関連企業と提携についていくつかの企業と具体的な検討を進めている。 
 

３）他団体との連携                  

   ①中部北陸ブロック（福井・石川・富山・長野・静岡・岐阜・三重・愛知）との連携 

・中部北陸ブロックミーティング（12/19） ※リモート会議 

※2020-2021幹事県：三重県   

 ②日本キャンプ協会主催事業との連携 

・総会及び指導者研修会（6月）：武藤、指導者研修会（10月）：内田、中野、藤井 

③愛知県キャンプ協会団体会員等との連携                  

(1)主催事業の企画・運営を通じた団体会員との連携 ※事業中止により実施できず 

 ・キャンプアカデミー2020の事業計画及び運営を団体会員の研修会と連携して実施 

・あいちキャンプフェスタ 2020への運営協力依頼 

(2)団体会員の主催事業などへの講師派遣 

・豊田市総合野外センター事業「キャンプインストラクター養成講習会」と共催 

(3)団体会員の主催事業への後援（合計 2件） 

    ・団体会員数 2021年 3月 31日現在 10団体（1団体増） 

(4)その他団体から依頼・要請された事業及び相談等への協力 

 （株）五合をはじめ、マスコミ、イベント企画企業，小学校、子育て支援 NPO 等の依頼に一部対応。 
 

４）理事会の開催 ※11回開催 
4/17，5/15，6/5，7/10，9/4、10/2、11/6，12/4，1/8，2/5、3/24 会場：名古屋 YMCA、下線リモート実施 

    ※上記の他に必要に応じて各事業打ち合わせ、ミーティングを随時実施した。 


